


熊本城飯田丸五階櫓石垣 補強仕様について

➢ 従来型グリグリッドの概要

＜従来型グリグリッド＞

横材（ステンレス鋼）

縦材（PP被覆ポリエステル繊維）

交点部材
（ステンレス
ワッシャー）

⚫ 交点強度が低い（5kN） ⇒ 縦材間隔“小”、敷設段数“多”。
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※本技術は、大林組の研究開発成果です。



従来型グリグリッド 改良型グリグリッド

断 面 図

補強材の目合い
縦材ピッチ 20～90mm
横材ピッチ 350mm

縦材ピッチ 125～250mm
横材ピッチ 350mm

敷 設 段 数 12段 8段

敷 設 間 隔 300～1,000mm 600～1,200mm

＜補強仕様比較表（南面H268の場合）＞
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従来型グリグリッド 改良型グリグリッド

断 面 図

補強材の目合い
縦材ピッチ 75mm
横材ピッチ 350mm

縦材ピッチ 125～250mm
横材ピッチ 350mm

敷 設 段 数 11段 6段

敷 設 間 隔 300～1,000mm 750～1,700mm

＜補強仕様比較表（東面H269の場合）＞
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従来型グリグリッド 改良型グリグリッド

断 面 図

補強材の目合い
縦材ピッチ 100mm
横材ピッチ 350mm

縦材ピッチ 125～200mm
横材ピッチ 350mm

敷 設 段 数 5段 4段

敷 設 間 隔 500～1,000mm 500～1,000mm

＜補強仕様比較表（北面H266の場合）＞
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従来型グリグリッド 改良型グリグリッド

断 面 図

補強材の目合い
縦材ピッチ 90mm
横材ピッチ 350mm

縦材ピッチ 200～250mm
横材ピッチ 350mm

敷 設 段 数 5段 4段

敷 設 間 隔 600～1,000mm 800～1,000mm

＜補強仕様比較表（西面H267の場合）＞
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